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ネット取引の調査事例②

税務調査事例

何か新しいことを始めるとき、ひとたびそのことに心惹かれて感激すれば、自然とやる気が生まれ
て、奮起するものだ。 「渋沢栄一100の訓毎日、」より
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【今月の経営格言】 「感激がやる気を生む」
by 渋沢栄一

事例３ インターネット上のプラットフォーマーを介した売買に対する調査事例

調査対象者については、チケット転売サイトで

購入したチケットを、ネットオークションに

出品・売却することで、多額の利益を

得ていることが想定されたため、

調査を実施した。

調査の結果、オークションサイトのＩＤ登録の

ほか、決済口座も親族名義を利用することで、

自分の名前が一切表面に出ないよう画策し、

申告義務を逃れていたことが判明した。

国税庁では、課税上有効な情報を

収集するため、事業者等に対して

任意の協力を求め、必要な情報を照会し、新たに整備された情報照会手続の法的枠組みも積極的に活用して

情報収集に努め、適正な課税の確保に向けて取り組んでいく。

「シェアリングエコノミー等新分野の経済活動
への的確な対応」国税庁令和元年６月より

事例４ アフィリエイターに対する調査事例

調査対象者については、ＡＳＰ（Affiliate Service Provider）を通じて、多額のアフィリエイト報酬を得ていることが
想定されたため、調査を実施した。

調査の結果、アフィリエイトで稼いだ利益について

申告をしていないことが判明した。

※ＡＳＰは、広告を掲載してもらいたい広告主（Ａ社）と

広告を掲載したいアフィリエイター（調査対象者）を

仲介する役割を担う業者。

国税庁では、課税上有効な情報を

収集するため、事業者等に対して任意の協力を求め、

必要な情報を照会し、新たに整備された

情報照会手続の法的枠組みも積極的に活用して

情報収集に努め、適正な課税の確保に向けて

取り組んでいく。


